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＜研究の概要（背景、目的、内容）＞ 

わが国をはじめ、世界各国の都市においては、実行可能かつ効果的なCO2削減施策として、
自動車交通利用から環境負荷の少ない公共交通機関利用への転換を進めることが喫緊の課
題である。本研究課題では、研究グループによる従来の研究成果に基づき、欧米で発展し
てきたLRT（Light Rail Transit：次世代型路面電車システム）等の公共交通を、わが国を
はじめとするアジア諸国へ導入するためのパッケージ型交通施策を提案する。なお、パッ
ケージ型交通施策とは、パーク・アンド・ライド（P&R）、トランジットモールなど、対象
地域の社会・経済状況に合わせた多様な政策の効果的な組み合わせのことである。本研究
課題では、それら施策による環境への影響や都市の活性化を予測するための土地利用モデ
ル、交通機関選択モデルなどの構築や、事例都市へのLRT導入を想定した効果検証を行い、
環境にやさしい公共交通機関を導入するための技術、行財政制度、法制度、交通施策を提
案する。 

 
＜研究終了時の達成目標＞ 
・LRT等公共交通機関が導入された際の環境（CO2排出）や都市の活性化への影響評価を可能

にする。 
・日・欧米でのLRT等公共交通の導入に伴う市民の交通行動や意識の変容とその要因を比較
分析することによって、パッケージ型交通施策の検証が可能となる。 

・モビリティ水準の維持と環境保全が共生できるパッケージ型交通施策の提案によって、
環境にやさしいLRT導入への社会的合意を得やすくする。 

・環境に配慮した持続可能な社会の実現に向けてプロモーション戦略を提示する。 
・わが国へのLRT導入を想定し，LRT導入にかかるコストとその効果を考慮しながら，導入
に向けての具体的方策や課題を抽出する 

・以上の成果はWebベースで世界に向けて発信し、自動車から公共交通へのモーダルシフト
を実現・促進に寄与する。 
 

＜平成17年度実績（36,400千円）＞ 
・欧州の先進都市におけるLRT等の公共交通新技術、制度、交通サービス水準に関するデー
タおよび文献収集を行った。 

・公共交通導入時の環境負荷低減に関する論文および文献収集、環境教育やプロモーショ
ンに関する文献および事例収集を行った。 

・LRT導入と環境に係る法制度や財政に関する文献や資料整理など、同研究課題に必要とな
る各種事例や文献、情報収集および分析期間とした。 

 
＜平成18年度実績（34,578千円）＞ 
・LRT導入が都市の活性化に与える影響分析のために、土地利用モデル、および交通機関選
択モデルを構築した。 

・LRT導入時の市民の行動変容や意識変化を把握し、その主たる変容要因を抽出した。 
・自動車交通から公共交通への政策転換時における騒音や大気汚染の影響と経済的影響が
計測できる数理モデルを構築した。 

・LRT導入の目的の一つである中心市街地の活性化の視点から、全国の中心市街地問題を抱
える市町村について、実証分析を行い、モータリゼーションの進展がその空洞化の一要因
となっていることを明らかにした。 

 
＜平成19年度計画（30,940千円）＞ 
・わが国へのLRT導入に向けた、導入技術、プロモーション政策、市民合意形成の施策等に
ついて提言する。 

・P&R、トランジットモールなどの多様な交通施策について、わが国の都市構造に適した施
策を提言する。 

・また、交通利便性の維持と環境保全が共生できるパッケージ型交通施策を提案する。 
・わが国へのLRT導入を想定し、LRT導入にかかるコストとその効果から、導入に向けての
法律や財源確保も含む実践的方策を提言する。 
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